
日雇い作業者の労務管理おまかせ 1.00 

 

 このファイルはＥｘｃｅｌのＶＢＡファイルにて、主に小規模農園用の管理

書式で、複数の日雇い応援労務者・パートの勤務時間を記録・集計、月別の支払

い集計処理・内訳付き領収書・日雇源泉徴収票（年末調整は未済）の発行までを

補助するものです。 

※注意：金額の計算は、８時間当たりの単価から単純に時間単価を割り出して

計算しています、残業や休日の単価割増しは省略しています。 

 

表計算ソフトのＥｘｃｅｌ（プログラム作成はＥｘｃｅｌ２０１６）のセット

された環境を必要としますが、基本的な入力事項は本プログラムに登録してい

ますので、Ｅｘｃｅｌの最小限の取り扱いと日本語入力の初歩を覚え労務者の

氏名や基本データを記入すれば、マウス操作で登録者を選別し必要ごとに勤務

表を作成できます。 

 

 マクロ他による過度なシート等の制御をしていませんので、操作者が通常に

Ｅｘｃｅｌを操作している感覚のまま使用できます。 

 

 

このプログラムの様式は、 

 

・作業時間表：各労働者の勤務記録入力と労働者・支払者の諸元入力枠 

 

・領収書：月末の領収書兼勤務記録控え 

 

・保存一覧：労働者の勤務記録の保存枠 

 

・所得税源泉徴収簿：年末調整は未済で、支払い証明書の集計と考えてください。 

 

・日雇源泉徴収票：年末調整は未済で、年間の支払額の証明と考えてください。 

 

から成り立ちます。 

  



各項目の説明 

０．一般事項 

インストール・アンインストール方法： 

インストールは必要なく、このＥｘｃｅｌファイルを開くのみにより作動します。 

アンインストール方法は、ファイルを閉じるのみです。 

 

保護について：ブックの保護・シートの保護はファイルオープン等で自動にて行われま

す。 

一部を除き保護のパスワードは設定していませんので解除は［校閲］の［シートの保護］

［ブックの保護］をクリックすれば行えます。 

再保護について保護はシートを変えた際に再設定されますので、扱いに自信のない方は

他のシートタブを選び、再び元のシートタブを選んで戻って下さい。シートの再保護が

されます。 

保護を解除するとシート内の関数等の書き換え等が生じる恐れがありますので、むやみ

に解除することは無論のこと、Ｅｘｃｅｌの扱いに不慣れな方は解除しないでください。

解除したままの作業は最小限にしてください。 

 

保存について：作業中の保存は自身の手作業にて頻繁に行い、急なパソコンの不都合に

備えてください。（元ファイルは別フォルダに別途保存をしてください。） 

 

上書保存：�をクリックすると、上書き保存 。［ファイル上書き保存］で上書き保存。 

 

名前を付けて保存：［ファイル名前を付けて保存］、 ファイル名を記入、［�保存］。 

 

印刷アイコン：プリンターのアイコンをクリックしてください。 

 

システムの印刷設定が表示されます。 

プリンターの設定を確認・選定をしてください。 



印刷プレビューにて印刷の事前確認をしてください、必要に合わせてページ設定も調整

してください。 

プロパティにて用紙サイズ・縦横の設定をしてください。 

その他印刷の設定ができます。 

印刷アイコンの作動が思わしくない場合、［ファイル］［印刷］でＥｘｃｅｌの設定画面

に入ります。 

 

シート移動： 

シートタブをクリックして移動するとシートの移動ができます。 

 

 

移動アイコン：クリックして 入力画面 に移動します。 

 

 

電卓アイコン：手元計算用にシステムの計算機が表示されます。終了は計算機右上

の☒ボタンをクリックしてください。 

 

リスト選択：セルを選択してセルの右に▼マークが出れば、▼を左クリックしてください、

リストが出ますので、その中で項目を左クリックして選択完了。 

消去は、セルを選択して［Del］で消去完了。 

 

マクロのセキュリティの設定について： 

このファイルのマクロが有効にならない場合 

Ｅｘｃｅｌの画面から 

［ファイル］［オプション］［セキュリティセンター］［セキュリティセンターの設定］ 

［マクロの設定］［すべてのマクロを有効にする］にチェックをする［ＯＫ］にて、 

このファイルのマクロが使用できます。 

  



１．入力事項 

作業時間表：基本となるシートです。 

 

 

     ：［諸元設定］クリック 

 

      必要事項を入力してください、入力結果はリストとなります。 

      個人番号は背景と同じ色に設定して第三者に見えないようにしています。 

      個人番号は半角数値１２桁で記入してください、ハイフンは必要なしです。 



     ：隠し機能 

      各個人番号セルの上セルに、「 」空白と「表示」のリストを設定しています。 

      個人番号は「 」空白を選択すれば隠され、「表示」の選択で仮表示されます。 

入力や確認の際に利用してください、通常は空白にして個人番号を隠して 

ください。 

 

 

 

     ：［行の挿入］クリックで労働者諸元の行が挿入されます。 

 

 

     ：［削除］クリックで諸元のデータが消去されます。 

 

 

     ：［戻る］クリックで基本シートに移動します。 

 

  



 

     ：年・月・氏名をリストから選んでください。 

 

 

 

     ：入力 

      赤枠内に記入してください。 

      ［所定時間］半角数値で入力。セルをダブルクリックで 8 と空白が交互。 

      ［時間外勤務］半角数値で入力。セルをダブルクリックで 4 と空白が交互。 

      ［摘要］リスト入力か直接記入。 

 

 

 

 

 

 

     ：［記録ボタン］クリックで記録画面が起動します。 

      ［ＯＫ 入力ボタン］クリックで作業時間表が記録されます。 

 

 

       領収日と特記事項は空白で結構です。 

      注意：ファイルの保存は、別途使用者が行ってください。 

  



     ：［記録値検索］クリックで記録値のデータ選定に移動します。 

      ［ＯＫ 入力ボタン］クリックで作業時間表が更新されます。 

 

 

 

     ：［時間初期化］クリックで作業時間表を初期化します。 

      必要に応じて、事前に保存を行ってください。 

 

  



領収書：作業時間表の表示データから月別の領収書と勤務記録を印刷します。 

 

 

：会社名等領収書の宛名を入力する。 

：住所の表示の「する」・「しない」をリスト選択する。 

：氏名の表示の「する」・「しない」をリスト選択する。 

：住所・氏名・勤務表は作業時間表の現在の選択値です。 

 

  



保存一覧：記録のデータ一覧です。 

 

 

：並び替え機能 

 

  月別に並び替え  名前別に並び替え 

 

：削除機能 

 保存一覧データが消去されます。 

 

：行の挿入 

 残行数が 10 以下になりますと、記録マクロ使用の際に自動で挿入されます。 

 

  



所得税源泉徴収票： 

         支払い証明書の集計表と考えてください。 

 

：氏名はリストから選択してください。 

：元号は通常未記入で可能、［作業時間表］の西暦年から読み込んでます。 

：年は通常未記入で可能、［作業時間表］の西暦年から読み込んでます。 

 

 

       ・氏名はリストから選択してください。 

       ・元号は不都合が生じた際に記入してください。 

（ご使用のＥｘｃｅｌが新元号に未対策時の保険） 

       ・年は通常未記入にて可能、不都合が生じた際に記入してください。 

         （新元号に未対策時の保険、 

元年の「元」とかの表示をしたい場合に記入） 

 

  



日雇源泉徴収票：全体を表示 

        ：印刷部分 



 

 

        ：入力部分 

 

       ・氏名＝氏名はリストから選択してください。 

       ・元号補助＝元号は不都合が生じた際に記入してください。 

（ご使用のＥｘｃｅｌが新元号に未対策時の保険） 

       ・年補助＝年は通常未記入、不都合が生じた際に記入してください。 

         （元年の「元」とかの表示をしたい場合に記入） 

       ・役職名補助＝未記入の場合は、役職名は「日雇」を表示 

       ・種別補助＝未記入の場合は、種別は「労賃」を表示 

       ・摘要補助＝未記入の場合は、摘要は「年調未済」を表示 

       ・印刷の設定は出荷の初期値で２ページに印刷されます、 

        印刷の設定で必要な印刷状態に変更してください。 

 

 

以上で説明事項を終了します。 


